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本研究では、（1）セレン含有酵素グルタチオンペルオキシダーゼ（GPx）の活性中心に存在する 4 つ

のアミノ酸残基（セレノシステイン、グルタミン、トリプトファン、アスラパギン）を含むセレノペプ

チドを合成し、その酵素活性の評価を行うこと、（2）天然型インスリンの簡便かつ効率的な化学合成法

を開発することを目的として研究を行った。その結果、（1）では、N 末端セレノシステインを利用した

分子内 NCL法を用いることで、効率的に環状セレノペプチドを得ることに成功し、得られた各種セレノ

ペプチドの GPx 活性を評価した結果、テトラッドを構成する 4 つのアミノ酸が揃うことで GPx 活性が

高められる可能性があることを明らかにした。（2）では、天然型のインスリン A鎖とインスリン B鎖か

らインスリンが生成するフォールディング経路を明らかにし、フォールディングの反応条件を最適化す

ることによって活性なインスリンを高収率で得ることに成功した。この成果は、Natureの姉妹誌である

オープンアクセスジャーナル Communications Chemistry誌に 2018年 5月 3日付で論文が掲載され、

5月 7日東海大学、大阪大学、東北大学、福岡大学の 4大学共同でプレスリリースを行った。 
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